
令和4年度 家畜伝染病防疫訓練（11/11防護服着脱及び防疫作業訓練）アンケート集計結果

有効回答件数

総務部 3件

危機管理監室 2件

企画振興部 1件

県民文化スポーツ部 2件

生活環境部 2件

商工労働部 1件

観光戦略推進部 1件

土木部 6件

教育委員会 2件

農林水産部 32件

その他 3件

動員者として参加 27件

スタッフとして参加 28件

動員者として参加した経験あり 4件

スタッフとして参加した経験あり 7件

これまでに参加経験無し 44件

よく理解できた 41件

不明瞭な部分があった 14件

2.今回の訓練への参加分類は、下記のいずれですか？（必須）

3.これまでに県の家畜伝染病防疫訓練に参加した経験はありましたか？（必須）

4.今回の訓練内容の理解について（必須）

55件

1.現在の所属はどちらですか？（必須）



自由記載部分まとめ

・防疫作業の流れについて

・殺処分（捕鳥）担当だったが、全体の流れがイメージできた。

・実際に即して訓練できたので、理解が進んだ。

・集合場所での動員サポート員の役割が分かった。

・現地サポート担当として参加した。脱衣補助を実地で行ったので何を補助すればよいかわかった。

・貴重な経験をいただきましてありがとうございました。大変勉強になりました。

・動員された際の一連の流れ。

・現地サポートの流れがよく理解できた。

・防疫作業のおおまかな流れを理解できた。

・当日の流れ、スタッフの動き

・実際の動きや手順を理解できた

・作業の流れ

・防護服の着用の仕方や作業手順の説明がわかりやすかった。

・防護服着脱の大まかな流れ

・防護服の着用や脱衣について

・実際の集合場所での流れや、説明、資材等の配置などイメージができ、問題点など確認できた。

・防護服の着脱訓練の際に、スタッフが丁寧に対応してくれたため

・集合施設内での１ユニット分の動員サポートの流れを確認し、具体なイメージをしやすくなったように思う。

・作業の流れと動員者の役割分担について

・実際の作業手順を確認できた

・防護服の着脱の仕方と動員時の流れについて

・動員サポート班で参加した。動員者の受け入れ等の手順を確認できた。

・実際に鳥インフルエンザ等が発生した際の流れを知る良い機会になった。

・昨年より実践に近い訓練であった。

・動員時の全体的な流れについて把握できた。

・防護服の着用方法

・大まかな流れ、自分の役割

・各作業の手順は分かり易かった

・防疫従事者の健康調査実施の動き、手順の確認

・手順を追って丁寧に説明してくださったので、内容の理解については不明な点はありませんでした。

4.今回の訓練内容の理解について（よく理解できた点）



・ところどころ防護服の着脱時、消毒等の作業時に説明があったが、マスク等着けた後は聞きにくく、説明をほとんど聞き取れ

ない。

・防護服着脱のＤＶＤをバスの中で視聴していても、着衣の仕方が分からず周りをキョロキョロみている動員者も見受けられ

た。

・本当に鳥インフルが発生し農場に入らなければいけないとなれば、動員者は着衣がしっかりできているか不安だと思います。

動員サポート担当リーダーのマイクでの説明の基、動員サポート1人で動員者4人くらいの着衣の工程を１つづつ確認しながら進

めていけば良いと思いました。

・脱衣場所が屋外だと天候に左右されるし、不衛生ではないか。（牛の糞らしきものもあった）手指消毒を何度も行うが環境が

不衛生では整合がとれないのではないか。

・ガムテープに折り返しを作っていない動員者がいました。説明不足?

・「訓練」に限っての話しですが、境界線（動員サポートリーダーが判断すべきところ、訓練主催者が判断すべきところ）が曖

昧で最初は戸惑いました。

・今回自分が担当となった作業については一度経験できたが、他の作業の担当となってしまった場合どのようにするのか等、他

作業の手順が不明。

・もし実際に動員がかかった際にどれくらい作業にあたるのかがわからない。

・1ターンだけで終わったので、次のターンの流れが分からなかった。

・動員、訓練の趣旨を説明頂けるとより良いと思います。なぜするのか？何のためにするのか？

・現地サポートとして活動したが、実際の資材などは予備はどのくらいあり、搬入、搬出などの係は今回でいうとどの方にお願

いすればいいのか。

・実際4時間交代で動員者の入れ替わりを行う際、県庁からの輸送計画、集合場所から現地への輸送計画などどのように組めばい

いのか

・活動内容の説明

・マスクの装着方法が良くわからなかった。「空気の漏れがないか確認してほしい」と言われたが、どうなっていれば漏れてい

ないかわからなかった。また、マスク装着後に防護服のテープやゴーグルをつけると、マスクがズレてしまい、空気が漏れた感

じがしました。飛沫感染のリスクがあるので、その点明瞭な説明が欲しいです。

・10日に参加できなかったこともあり、説明が不十分だと感じた。

・今回省略された作業前後の医師の診察と作業後の服薬指導について。

・マニュアルでは血圧測定は全員ではなく、問診を行ったうえで必要な方のみ行うこととなっておりますが、実際は全員に行う

ことにするのかどうかを今回の訓練を通して健康福祉部と相談していただければと思います。今回は作業者が少ないので全員に

血圧測定は可能でしたが、人数が多いと難しいのではないかと思います。ただ、普段と当日の体調は変わる場合があるので、血

圧くらいは測って作業に当たったほうが良いとも思います。ご検討ください。

・マニュアルでは健康調査票は作業前、後を色付き紙で両面コピーすることになっています。農林の方々の中でも意見が統一さ

れておられなかったので、確認が必要だと思いました。強いてあげるなら、

・各クルー毎の動員者は翌日以降も固定されるのか

・県庁からの動員バスの乗員数や運行計画

・特になし

・途中でけがをした場合の対応（転倒、体調不良、鶏につつかれる等）

・鶏を逃がしてしまった場合の対応

・防護服の正しい着用方法が理解できなかった

・動員者の着替えのスペースに基準が必要と思われた。

・問診表を立って記入するようにした理由が不明。

・動員者の服装についてある程度の指定があってもよかった。

・主催者が動員者が何も知らないことを理解していない。「知らない者」が動員されることを想定した気配りのある体制を整え

てほしい。

・マスクの密閉度合が高く、自分の着け方が合っているか不安になったため、予め息苦しいマスクであることを教えてもらえる

とありがたかった。

・実際の時に自分が行う作業がどうなのか。

・現地サポート班の各担当の役割が不明瞭であった。

・マニュアル上では高血圧のもののみに血圧測定を実施となっているが、全員に実施となっていた。マニュアルを変更するとい

うことか。

・消毒液の操作方法

・器具の配置箇所

・曖昧な言葉が多い。(例えば「作業する人」と呼び掛けられても動員者全員が防疫作業に従事するので、誰のことかわからな

い)

曇り止めを指示通り使用したものの、早い段階でゴーグルが曇ってしまい、周りの様子が分からなくなってしまいました。

4.今回の訓練内容の理解について（不明瞭だった点）



・拡声器がない時の案内はほとんど聞こえず、見よう見まねだった。拡声器を使っていても腰にぶら下げているだけで、お尻や

空に向かって拡声していたので気を付けたほうがよい。

・１巡だけでなく、２巡３巡と動員者が入れ替わる状況に対応できるような訓練を行った方が良いと思う。

・農林水産部から動員すればよいのでは？

・自動音声でラジオ等で説明が繰り返し流れる仕様にしておけば人手も要らず、ずっと使えるので簡単では。

・解説図のパネルを各所に配置し、それで見せながら訓練するとわかりやすいと思わる。

・拡声器による説明だと時間がかかるので、バス内で資料を配り、現地にも大きな資料を貼りだせば時間短縮できると思いまし

た。

・いろいろと準備、大変だったと思いますが大変良い機会でした。前日、当日、スタッフから「実際は〇〇じゃないか」とかそ

の場で言われて大変だったのではないかと思います。「今回は限られた条件の中でやりますので各事務所で持ち帰ってそれぞれ

対応をしてください」というような話があると良いかもしれません。お疲れさまでした。

・訓練だったので仕方ないかもしれないが、健康診断を受ける場所と防護服への着替える場所を分けた方がいいかもしれない。

着替えるスペースが狭く大変だった。

・冒頭体温測定後に書類を受け取った際にさらっと自分の作業担当（殺処分班、消毒班）を伝えられたが、覚えておく必要があ

るのかの説明がなかった。健康診断ファイルを渡す際に小さい紙でもいいので個人個人に追加で挟み込む等した方がいいかもし

れない。

・１番外側のゴム手袋のサイズが大きく、細かい作業がしづらかった。中の手袋と同じように多様なサイズがあった方がいい。

・訓練で細かい作業の流れが図でわかりやすく説明されていたので、それをカルテに落とし込めれば、作業する人、みんなが非

常にわかりやすいと思った。

・問診と血圧測定でごたついていた点と、目張りのガムテープの扱いが難しかった点と、着替える場所の距離が近かった点を改

善するべきと思った。

・防護服を着た後の説明が聞きづらい部分が多かったので、マイクなどを活用して進めてほしいと感じた。

・集合施設に参加しました。扉が2枚あったので（1枚は使用していませんでしたが）、廊下も半分にして農場との行き来、県庁

との行き来に動線を分けるとよかったと思いました（バスの発着は確認しませんでしたが、正面と裏口に分ける）。

・現地サポートで各種防護服の脱ぐことについて指導したが、2班体制などをしいてスムーズに動ければよかった。本番は今回の

ように30人一斉に現地基地にくるのかは不明であるため、本番に合わせた形が良いと思う。

・防護服セット着用の際は、持っているなら眼鏡よりコンタクトレンズを進めても良いかもしれない

・ゴーグルに塗る曇り止めを、もっと良いものにしてほしいと思いました

・今回は訓練のため、１人１つの役割であったが、実際は受付など前半の役割が終わった人も防護服着用のサポートに加わるな

ど、シナリオにしたほうがよい。

・前回の訓練の課題点など今回の訓練ではどのように改善して行ったかなど知りたかった。

・バスでの動画視聴ができるとより良くなるのではと感じた

・マニュアルでは、バス車内は１席あけると書いてあったが、座席が不足しており、不可でした。

・担当者も特段指摘することがなかったので、コロナ対策的に「？」でした。

・防護服着用時の動員者の間隔はもっと広い方が着用にもコロナ対策にも良いと思う。

・防疫作業者の作業後の流れについて。現場で防護具を脱衣し、新しい防護服とスリッパに履き替えて戻ってこられますが、新

しい防護服は健康調査の会場外で脱衣されますが、スリッパはそのままでした。会場外で脱衣されるのであれば、スリッパも同

様の扱いではないかと思います。

・今回は訓練だったので問診も短時間で終わりましたが、実際は一人ずつ項目ごとに確認するともっと時間がかかると思いま

す。

・防護服の着用に時間を要すとともに着用後の待機時間は農場作業員の身体的負担になる場合もあると思うので、農場への移送

のタイミングを計りながら、５名程度の小グループに分けて説明、着用をする体制を検討してはどうか。

・ゴーグルが曇ったりして、作業中や農場内にいる状況でゴーグルを外している動員者を見かけたこと。

・ゴーグルがくもるので改善してほしい

・防護服や保護具を間違いなく装着できているかを2人1組で確認する工程が必要だと感じました。（特に顔周りは作業が始まる

と触れない。）

・リーダーやスタッフは現場では拡声器かメガホンを使用したほうが良いです。

・実際の動員では訓練に参加したことがない方が多くなると思うので、全体的に訓練以上のサポートが必要だと思います。

・曇り止めをしたが、保護メガネが曇って前が見えなかった。

・防護服の袖に指を通す輪があるが、薄手の手袋をする前に付けてしまったため、脱衣の際に防護服より先に薄手の手袋を外す

ことになった。

5.今回の訓練の改善点、今後の訓練への提案等



・防護服の着用方法の動画を職員がいつでも見られるようにすれば予習復習に役立つと思う

・今年度は２年ぶりに全国で頻発している。現地に行く機会があれば、担当者を交えて報告会（オンライン可）を開催してほし

い。現場を共有する意識を持ってほしい。

・リハーサルで防疫服の着衣の際、注意点を適宜確認しながら行ったほうがよかった。

・目張り用テープの作成順を再確認が必要。

・動員者としての参加経験もあります。

・模擬の作業での割当が無く、参加している意義を感じない場面があったため、時間の都合等で現地での役割がない参加者がい

る場合は事前に周知をしておいてほしい。

・作業着は息が本当にしにくかったので、改善できないか。

・この格好で4時間は無理だと思いました。

・作業着を着た状況では声も聞き取りにくく、説明者の説明がほとんど聞こえなかったので、ワイヤレスマイク等で説明をして

ほしいと思いました。

・リーダーは総括のみにして、脱衣作業の説明は各持ち場担当が行った方が良かった。

・実際には医師の診察スペース（作業前後）や内服薬の指導スペース（作業後）が必要になると思われます。

・担当業務を事前に教えて欲しかった

・埋却・焼却・化製処理に関する訓練の実施

・物品調達など事前準備に関する情報伝達訓練の実施

・受付2箇所に6人配置は多いと思った。4人ほどで回せると思う。

・当日現地でではなく先に役割が与えられても良いのでは

・健康調査の一部がマニュアルにない内容に変更されていたため、再確認が必要。

・眼鏡拭きを用いた曇り止めより確実にゴーグルが曇るのを防ぐ手段はないものでしょうか。

5.今回の訓練の改善点、今後の訓練への提案等（続き）


